
 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

自然が好き、歴史が好き、人間が好き、 

  だから今、日光の再生を！ 
 

いなば卓夫  

合併に反対します！ 

 
 
 
 
 

 

白黒つけま

す！ 

日光市議会議員 

稲葉卓夫後援会事務局 
 
〒321-1404 日光市御幸町 578 

TEL 0288(50)3178  

FAX 0288(50)3181 

携帯 090(2323)0667 

e-mail t-inaba@plum.plala.or.jp 

平成 1７年２月２６日発行

行 

 
 

 

 

 

平成１７年２月１８日、合併に反対する日光市議会有志議

員は田中長野県知事と懇談しました。内容は以下の通りで

す。住民投票のご参考にしてください。 

① 長野県には大小１００以上の市町村があります。それぞ

れの地域が特徴を生かして生活しています。私が住んで

いた泰阜村
や す お か む ら

は人口約２０００人ですが役所が率先して合

理化を図り年間で１億円のお金を貯め、介護保険制度が

できる前から介護などに使い福祉を充実させてきました。 

② 特例債は３０％は借金です。ハコモノや道路･公園にしか

使えません。お年よりの福祉や教育には使えません。不

要の庁舎などを作れば借金として孫子
ま ご こ

に残ります。 

③ 人口の小さな町が大きな町に飲み込まれてはいけませ

ん。日光は全世界の共有財産です。「小さいけれど輝く

街、顔の見える町 ＮＩＫＫＯ」をめざしてください。 

④ 日光市議会は一票差で合併議案を否決しました。市民か

ら選ばれた議員が判断したことを尊重することは民主主

義の原点です。住民投票で蒸し返しするのは民主主義の

否定です。世界遺産を持つ日光がすることではない。 

左から小島喜美男、太田啓三、田中康夫、福田悦子（敬称略）稲葉 

田中康夫さんは手配したビデオカメラを前に

日光に対する熱い想いを語ってくれました。

原稿もなしに約２０分間、合併の問題点や街

づくりの心、日光市議会の議決の正当性など

一気に語ってくれました。みなさまにそのビ

デオを見ていただきたいと思いますが、作家

でもありますので活字におこしました。是非

ともお読みいただきたいと思います。ビデオ

または原稿（原文）ご希望の方はメールか電

話でお申し込みを！(番号は上記に記載してあ

ります) 

 

田中康夫さんから追加メッセージがありました。「合併をしないとごみの処理ができなくなるとか、斎場が使わせて

もらえなくなる」と愚かなことを言っている人がいるが、これは違うと。つまり合併をする前から、ごみとか火葬場と

いうのは広域行政事務組合を作って市町村は協力しているのだと。合併しなければ協力できないなどということはあり

得ないことで、こうしたお年寄りをおとしめるようなことを言って合併に持ち込もうなどという人たちはたいへんケシ

カラン人たちだ、それこそ国民、県民、市民不在なんだと。ごみの処理あるいは斎場、こうしたことはすでに一部事務

組合が協力し合っているのだと。小さな顔の見える自治体同士が元気で協力してこそはじめて自治は成り立つというこ

とを僕が言っていたことを必ず付け加えてください。合併しないと福祉が見捨てられるとかいうのはまったく脅しであ

って、市民、国民を脅すような政治をこそ変えなきゃいけないという内容を必ずお伝えするようにしてください。以上

であります。（携帯電話に掛かってきた留守電です。原文のまま） 

日光市民のみなさまに 

～小さいからこそ輝く自治体～ 

信州 長野県知事 田中 康夫 
 

大２月２１日（月）、日光市内において根本良一矢祭町長の講演会が開催されました。内容

は以下です。①日光の合併は国民投票で決めるべきだ。②人口７０００人の矢祭町「合併

しない宣言」をしてから、役場の行革をし、町長など特別職給料は総務課長と同額。議員

定数を１８から１０名に削減。報酬引き下げを実施。③収入役は助役が兼務。教育課長が

給食センター所長と教育長職務代理者を兼務。④トイレ掃除も全職員が交代で。お茶だし

は町長自ら。（右写真は日光市議有志が訪問した時）⑤中学三年生全員を海外研修に派遣。 

根根本町長の講演内容は市民(職員)のみなさまに聴いていただきたかった。後日詳報します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲葉卓夫は 2 市 2 町 1 村の大型合併に一貫して反対してきました。「日光市単独」と「日光・藤原･栗山･足尾」のより
小さな合併を検討すべきであると主張してきました。いまこそ、日光市が真に発展する合併パターンを市民的議論を通
じて模索しましょう。特例債（借金）目当ての駆け込み合併は将来に大きな借金を残すだけとなります。合併すると莫
大な費用をかけて新庁舎をつくることになります。絶対に阻止しましょう！そして市民本位の市政をつくろう！ 

賛成議員が意見発表会ボイコット、前代未聞？ 

(社)日光青年会議所主催により２０日に予定されていた日光市

議会意見発表会が突如中止されました。 

 １８日深夜、社団法人 日光青年会議所より２０（日）に予定

されている日光市議会意見発表会が賛成議員の不参加のため中 

止になるとの連絡をファックスで受けました。公益法人である

社団法人日光青年会議所がその社会的責任を果たそうと企画し

た意見発表会が不参加の理由も説明されないまま突如中止され

たことは甚だ遺憾であり残念です。日光市の将来を案じ、参加

を予定していた市民の気持ちを思うとき残念でなりません。 

 ２月１７日付けで「二市二町一村合併を推進する会」ほか、

市民団体と称する４団体より日光市議会議員に対し「議員によ

る意見発表の場をつくる事は、せっかくの市民の意思の選択を

再び議員に委ねてしまう事になり、市議会意見発表会について

は私たちは、到底受け入れることはできないものであります」

（原文）、という訳のわからぬ文書が出されました。参加を予定

していた合併賛成議員はこの圧力に屈したものと思います。市

民団体と称する団体が圧力を掛けることもおかしなことです

が、もっとおかしなことは意見発表会にその圧力で議員が出ら

れなくなり、ボイコットしたことです。市民の知る権利を確保

すると共に住民投票を市民の意思の反映されたものにするため

に９人の議員で意見発表会を開催しました。（後日詳報） 
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子や孫を 思えば使わぬ 特例債 

一市民からのお手紙（５０歳代の女性から） 

いつも日光のためにご尽力いただきありがとうございま

す。世界遺産を持つ小さな村や町は真剣にその宝を守ろうと

しています。白川郷（岐阜県白川村）は早い時期に他との合

併はしない態度を明確にした。白神山地は二つの県及び六か

町村にまたがっているため「白神」という市名を各地で使い

たがる。（特に秋田県熊代市は）そこで白神山地では協議の

結果、歴史も古く世界遺産でもあるこの名称を使うことを禁

ずる声明を出した。日光という古来からの霊妙な地名を安売

りしてはいけない。賛成者側のチラシに江戸時代は同じ日光

神領の民であったということが度々書かれていますが、当時

は日光奉行の一円支配で年貢も日光奉行所に納められた。あ

くまでも日光中心の体制。数で事が決められる今、合併は江

戸時代と全く逆になる。つまらない事ですがＪＡかみつが 

が昨年より、袋に「日光直売所」あるいは「日光産コシヒカ

リ」としている件、こうした品性に欠ける行為は我々下々の

女どもでもカチンとくるものです。やりたい放題はこんなと

ころにも・・・。 

国の施策が正しいとは限りません。昭和４３年郵政事業省

力化のために行なった町名変更で西町地区は旧町名、新町名

を併用しなければならない混乱を引き起こしました。郵便番

号ができて必要ありませんでした。「一億創世」で地方自治

体は逆に赤字を生みました。リゾート法では舞い上がって不

良債権を生みました。釣り糸に下げられた合併特例債は孫子

に大きな借金を残すだけです。日光を心から愛する者より。 

 

■予告 次号は合併特例債の年度別起債及び償還計画をお
知らせします。２９７億の起債（借金）のうち使途が決ま
っているのはごみ焼却場の９０億円だけです。残りの２０7

億円は何に使うか決まっていない借金。返済総額は３７０億
３０００万円。市民負担は１１１億円にもなります。 

合併特例債という借金目当ての合併は絶対阻止しましょう！ 

眞杉さんも平成１４年の市長選挙時、公開政策発表会ボイコット！ 

朝
日
新
聞
平
成
十
四
年
七
月
十
一
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